




　平成18年2月「実り豊かな生活文化都市」を市の将

来像に掲げた「中央市」が誕生し、平成20年3月には、

市の10年間のまちづくりの指針である「第1次中央市

長期総合計画」を策定し市政運営に取り組んでまいり

ました。

　「第1次中央市長期総合計画」は、平成20年度から29

年度の10年間を計画期間としておりますが、前期5か

年が終了することに伴い基本計画を見直し、この度、

後期5か年を計画期間とした後期基本計画を策定いた

しました。

　前期の5年間では、合併前のそれぞれの地域の特性や歴史を大切にしながら、新し

い中央市としての基盤を固め、合併後の行政サービスの向上や市の一体感の醸成を

図るための施策に取り組んでまいりました。

　しかしながら、急激に進む少子高齢化、東日本大震災を教訓とした安全・安心に対

する市民ニーズの拡大、地方分権の拡大に伴う自己責任に基づく施策の展開など、

地方自治体を取り巻く情勢は激変しております。

　後期基本計画の策定にあたっては、こうした社会的背景を踏まえるなかで、前期計

画期間における施策・事業の取り組みを検証し、現状の把握を行うとともに、市民ア

ンケートでいただいた市民の皆さまのご意見を反映するなかで、基本構想は継承し

つつ、平成25年度から平成29年度までの5年間の、新たなまちづくりの基本となるよ

う施策や事業を再構成しています。

　今後、本計画で示された施策の実現に向け、市民の皆さまとの協働による市政運

営を図り、市民一人ひとりを大切にした、誰もが住みたくなる、住んでよかったと

思えるまちづくりを目指してまいりますので、格別のご理解とご協力をお願いい

たします。

　最後に、本計画の策定にあたり、貴重なご意見、ご提言を賜りました市民の皆さま

をはじめ、熱心なご審議をいただきました中央市総合計画審議会委員の皆さまなど、

関係各位のご協力に対しまして心から感謝申し上げ、あいさつといたします。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   平成25年3月

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　中央市長　田 中　久 雄

後期基本計画の策定にあたって



中　央　市　市　民　憲　章

中央市は、実り豊かな生活文化都市を目指しています。

わたくしたちは、長い歴史と自然の恵みにはぐくまれた郷土を愛し、心温かく

希望にあふれるまちを築くため、ここに市民憲章を定めます。

１　緑豊かな自然を守り、やすらぎのまちをつくります

１　文化と伝統に誇りをもち、未来を拓くまちをつくります

１　元気に働き、豊かで活力あるまちをつくります

１　地域の輪を広げ、笑顔のまちをつくります

１　心と体を鍛え、まごころあふれるまちをつくります

（前文解説）
　中央市は、すべての市民が豊かで快適に生活できるまち「実り豊かな生活文化都市」を目指しています。
　「長い歴史と自然の恵み」の部分は、風土に育まれた歴史、伝統などの文化的環境や川や山などの恵まれ
た自然環境を包括的に表現し、「心温かく希望にあふれるまち」の部分は、市民一人ひとりが思いやりの心
を持って、健康で活力あふれる中央市の将来像を表現しています。

（本文解説）
【緑豊かな自然を守り、やすらぎのまちをつくります】

○自然、環境の観点から、恵まれた自然環境に感謝しながら、美しい自然を守り、やすらぎのあふれるま
ちをつくることを表現しています。

【文化と伝統に誇りをもち、未来を拓くまちをつくります】
○教育、文化の観点から、先人が築いた文化と伝統を大切に受け継ぎ、未来に向けて夢あるまちをつく

ることを表現しています。

【元気に働き、豊かで活力あるまちをつくります】
○労働、生産の観点から、市民誰もが勤労意欲を持ち、希望と活気あふれる力強いまちをつくることを

表現しています。

【地域の輪を広げ、笑顔のまちをつくります】
○道徳、心構えの観点から、互いを尊重し、やさしさあふれ安心して暮らせるまちを共に創りあげるこ

とを表現しています。

【心と体を鍛え、まごころあふれるまちをつくります】
○健康、福祉の観点から、市民一人ひとりが健やかに暮らし、思いやりの心を大切にするまちをつくる

ことを表現しています。
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